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◇祝福のうちに開催された CSKキャンプ◇ 

いつも聖書同盟とＣＳＫ（中学生聖書クラブ協

力会）のためにお祈りくださり、心から感謝申し

上げます。 

8 月 12 日（月）～16 日（金）に開催された、

CSK インキャンプおよびアウトキャンプのため

にお祈りくださり、心から感謝いたします。それ

ぞれ、吉澤慎也 KGK（キリスト者学生会）総主

事と本多卓也師（JECA キリスト教朝顔教会伝道

師）を講師に迎えて、参加教会の中高生の救いと

信仰の成長のための良い機会となりました。 

 キャンプ最終日に台風 7 号が近づき、JR 小海

線が倒木で不通となりました。松原湖駅から電車

で帰るアウトキャンプの参加者を、不通となって

いない区間の山梨県まで車で送る必要がありま

した。それ以外は無事に、インキャンプともに参

加者がみな帰宅することができました。 

今年は 2つのキャンプが同日程での開催でした。

後援すなわち開催協力する聖書同盟としては、協

力主事として働きをともにする稲垣博史理事長

がインキャンプ、総主事兼 CSK 主事の嶋田がア

ウトキャンプのアドバイザーをしました。 

9 月 23日（月）には、キャンプ再会日の集会が

持たれます。なお、スタッフは月一度のキャンプ

準備会を継続しています。 

 

◇ジュニみこアピールのための訪問◇ 

7 月 30日（火）、東京フリー・メソジスト教団

の中高生キャンプである FMTC（フリー・メソジ

ストティーンキャンプ）に訪問いたしました。会

場は CSK インキャンプと同じで、群馬県の日本

バイブルホームでした。3 泊 4 日のキャンプ初日

の夕食前に 7 月号と 8月号を持参し、一冊は無料

の贈呈とさせていただきました。 

8 月 17日（土）は、午前中に奥多摩バイブルシ

ャレー中高生キャンプに、昼食時に奥多摩福音の

家中高生キャンプに訪問させていただきました。

どちらも 3泊 4日のキャンプの最終日で、8 月号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を差し上げました。 

 「月刊ジュニアみことばの光」は、キャンプ参

加者がその後もみことば生活を継続できるよう

にと 1967 年に創刊したものです。CSK キャンプ

ではない他の中高生キャンプでも、訪問させてい

ただき、その紹介に力を入れています。新共同訳

聖書でもできるように編集していますので、中高

生が自分で用いるだけでなく、例えばミッション

スクールに進学した友人が、自分でも聖書を読ん

でみたいとなったときに薦めることもできます。 

 キャンプや集会での紹介は、ぜひ上記の聖書同

盟伝道部 CSK までお問い合わせください。 

 

◇国際キャンプ基金への献金をお願いします◇ 

第 9回青少年国際キャンプは、12月 25日発～

来年 1月 3日着という期間で、インドネシアのボ

ゴールが開催地です。8 月 18 日（日）に現在 36

名の参加者を対象にオンラインでミーティング

を行いました。紙面の都合により裏面の予定で省

略しましたが、今後はさらに事前ミーティングを

重ねていく予定です。名古屋・関西・宮崎、熊本、

北海道・関東の順に、国際キャンプ委員や総主事

の嶋田の訪問とオンラインを用います。「国際キ

ャンプ基金」にご献金くださる場合の送金先は、

郵便振替：00160-8-173175 聖書同盟伝道部です。

その際、振込用紙の通信欄に「国際キャンプ基金」

とご明記ください。よろしくお願いいたします。 

 

◇北海道の旭川での CSKの働き◇ 

2025 年の冬の季節に、教会協力による中高生

対象のお泊り会の開催を願っております。6 月 26

日（水）～7 月 1 日（月）に旭川を訪問、滞在い

たしました。訪問を受け入れてくださった諸教会

に心から感謝いたします。この新しい働きのため

に、続けてお祈りいただければ幸いです。 

 

◇秋のスモールグループ・セミナー◇ 

9 月 7 日（土）14:00～15:30、お茶の水クリス
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チャン・センター8 階の一室で、聖書を読む会の

主催で、秋のスモールグループ・セミナーが行わ

れます。聖書同盟は日本ウィクリフ聖書翻訳協会

とともに協力という立場です。申し込みは、お名

前と「スモールグループ・セミナー参加希望」と

入力して、聖書を読む会に直接お申込みください。

sykoffice21@gmail.com です。 

 

------------------------------------------ 

◎ 総主事兼 CSK主事の予定 

（8月） 
・7日（水）スモールグループ委員会（Zoom） 

・11日（日）JECA 筑西キリスト教会・礼拝説 

   教 

・17日（土）奥多摩バイブルシャレー中高生キャ

ンプ・奥多摩福音の家中高生キャンプ・ジュ

ニみこアピール 

・18日（日）JECA 西上尾福音教会・礼拝説教 

・18日（日）CSK グルｰプデボｰション（Zoom） 

・27日（火）聖書同盟小委員会（Zoom） 

（9月） 
・7 日（土）スモールグループ・セミナー（聖書

を読む会主催） 

・8日（日）JECA 中野島キリスト教会・礼拝説 

  教 

・8日（日）CSK グルｰプデボｰション（Zoom） 

・10日（火）CSK 委員会（Zoom） 

・15日（日）JECA 岩井キリスト教会・礼拝説 

  教 

・17日（火）JECA 北関東地区教職者会 ※ 

・23日（月）CSK キャンプ再会日 

・23日（月）JECA 北関東地区役員研修会 ※ 

・24日（火）聖書同盟小委員会（Zoom） 

（10月） 
・9日（水）スモールグループ委員会（Zoom） 

・11日（金）みことばの光委員会（Zoom） 

・13日（日）～14日（月）CSK デボーションリ 

トリート（JECA 麻溝台キリスト教会） 

・21日（月）聖書同盟理事会 

・28日（月）～29日（火）JECA 関東四地区合 

同教職者会 ※ 

（11月） 
・3日（日）JECA 上作延キリスト教会・礼拝説 

教 

・18日（月）群馬の青少年伝道を考える会 

・19日（火）JECA 北関東地区教職者会 ※ 

 

 Zoom はオンライン会議システムの名称です 

 ※ 所属教会の教職として参加します 

 

-------------------------------------- 

 

-------------------------------------- 

◎聖書同盟祈祷課題 
（月）聖書同盟全体の働きのために。聖書通読運

動と青少年伝道運動の推進のため。 

（火）聖書同盟の理事のために。特に、副理事長

の飯島勅師（日本バプテスト教会連合・拝島

バプテスト教会協力牧師）のために。聖書同

盟より著書「ルカと旅する聖書の世界」が出

版となる予定です。 

（水）聖書通読誌の発行の働き、「みことばの光」

（編集：矢吹博）と「ジュニアみことばの光」

（編集：石井陵太、松田聖一）のため。 

（木）ＣＳＫ（中学生聖書クラブ協力会）の働き、

教会協力による中高生伝道のため。 

（金）ＣＳＫ委員（6名）のために。特に、CSK

委員の大倉寧師（奥多摩バイブルシャレー／

JECA 青梅キリスト教会牧師）のために。欠

員が満たされるように。 

（土）伝道部、出版部の経済的な必要のために。 

-------------------------------------- 

＊世界約 130 の国と地域の、ＳＵ（スクリ

プチャー・ユニオン)の働きのために 
（月）全世界において、聖書を通読して、みこと

ば生活をする人が多く起こされますように。 

（火）SU グローバル＝国際的な宣教協力がさら

に進んでいくように。 

（木）インドネシア＝7月 27日（土）に SU イン

ドネシアの 55 周年記念集会がありました。国際

キャンプのホスト国として準備中です。継続的な

諸教会の間での働きにも祝福があるように。 

（水）日本＝聖書同盟も設立 70 周年記念の年を

迎えて、聖書同盟と中学生聖書クラブ協力会

（CSK）との合同から 40周年でもあります。 

（金）トルコ＝「コンパニオンシップ」を結んで、

SU 韓国とともに支援する SU トルコのために。 

（土）ウクライナ＝ロシアのウクライナ侵攻が続

きます。SU ウクライナのグレゴリ・ステューパ

ク総主事（Grigori Stupak）のために。 

 

＊主の励ましのうちに、日々のデボーションを

続けましょう。感謝しつつ、主にありて 

聖書同盟総主事兼 CSK 主事 嶋田 博考 

 

 


